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④呼び水水路

魚道の設計にあたっては、魚の遡上しやすい魚道
構造及び流況の確保の他に魚道ののぼり口に遡上魚
を集めることが重要である。
一般に魚道ののぼり口に魚を集めるためには、あ
る程度流量が多い「呼び水」を行うことが効果的で
あることが知られており、紀の川大堰でも魚道本体
とは別に「呼び水」水路を左右岸同じ構造で設置し
ている。
呼び水水路は、下流潮位に影響されずにその効果
を発揮することが必要であり、上流にある流量調節
ゲートを操作することで放流量を片岸０～４０ /ｓ
の間で流量調節出来るようにしている。
このほか、呼び水水路内に魚が遡上することを防
止するための迷い込み防止ゲートや呼び水水路から
の放流水が下流河岸まで到達し魚道への遡上路を塞
いでしまう流況を防止するため、水流を河心方向に
なるように放流角度を変えることが出来る呼び水角
度調節ゲートを設けている。

６．紀の川大堰暫定運用後の魚道調査結果とまとめ

暫定運用後に実施した調査では右岸階段式魚道で
１０科２５種、左岸階段式魚道で８科２６種、左岸人工河

川式魚道で６科１３種（回遊種と汽水・海水種のみ）、合
計１０科３３種（うち回遊種１５種）の魚介類の遡上が確
認された。

注）○＊は計上していない。

階段式魚道では、アユやウグイなどの遊泳種が、
人工河川式魚道ではヨシノボリ属やモクズガニなど
の底生種が多い状況であり、それぞれの魚道の特徴
に適応した魚介類が遡上していることが確認されて
いる。
ただし、紀の川大堰は平成１５年６月１７日に暫定運
用を開始したばかりであり、通水されていない魚道
もあることから引き続き実施するモニタリング調査
により、各魚道において通年の遡上状況を明らかに
し、学識経験者からの意見も参考にしながら、魚道
の運用にフィードバックする予定である。
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写真－１０ 産卵床として機能確認を行った左岸人工河川式魚道
※産卵床上部には鳥類等の外敵から親魚及び卵を保護するとともに、
卵に有害な紫外線の影響を軽減させるため防鳥ネット（寒冷紗（カンレ
イシャ））を設置

写真－１１ 左岸呼び水水路

右岸階段式魚道左岸階段式魚道左岸人工河川式魚道種名科名魚種
○○ウナギウナギ

魚類

○○コイコイ
○○ゲンゴロウブナ
○○ギンブナ
○○オオキンブナ
○○ハス
○○オイカワ
○○○ウグイ

○モツゴ
○カワヒガイ

○○タモロコ
○○コウライニゴイ
○コウライモロコ
○○カマツカ
○ナマズナマズ
○○○アユアユ
○○オオクチユゴイユゴイ
○○オオクチバスサンフィッシュ
○＊○＊○ボラボラ
○○ボラ科（稚魚）
○○○カワアナゴハゼ
○○○ウキゴリ
○○ウロハゼ
○○○マハゼ
○○ボウズハゼ

○○ヒナハゼ
○○ゴクラクハゼ

○○○シマヨシノボリ
○トウヨシノボリ

○＊○＊○＊ヨシノボリ属
○○チチブ

○○ヌマチチブ
○○○ミナミテナガエビテナガエビ

エビ・
カニ類

○＊○＊テナガエビ科
○○モクズガニイワガニ

○○○ケフサイソガニ
○＊○＊○＊イワガニ科
252613遡上種数

写真－１２ 暫定運用を始めた紀の川大堰（左岸から撮影）


